
この広報誌は、再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

�防災関係の連絡先
小a市消防本部　　　��９１３７
小a市水道局　　　　��８１１１
小a警察署　　　　　��０１１０
北海道電力�小a支店��１１１１
北海道ガス�小a支店��１５１１

小a市役所
ホームページ

●当番病院のご案内
テレホンサービス（録音による案内）
小a市夜間急病センター��４６１８
土 曜 日：午前７時～午後２時
日曜日、祝日：午前９時～午後６時
※医療相談は行っていません。
※小a市医師会ホームページでも確
　認できます。

●広報番組
テレビ�小sフラッシュニュース（ＳＴＶ）
　　　　毎 週 土 曜 日：午前１０時２５分
ラジオ�小s市民ニュース（ＦＭおたる／76．3MHz)
　　　　月 ～ 金 曜 日：午前９時４０分ごろ
　　　　土 ・ 日 曜 日：午前９時５４分ごろ
　　　�明日へ向かってスクラムトライ！（同）
　　　　第１・３月曜日：午後２時
　　　　放送翌々日の水曜日：午後７時（再放送）
※ＦＭおたるホームページからも聴くことができます。

●小z市役所（執務時間：午前９時～午後５時２０分）

住民基本台帳人口（令和２年６月３０日現在）
�人　口　１１万３４４５人（男５万１１５７人・女６万２２８８人）
　　　　　うち外国人７０６人
�世帯数　６万３００２世帯

〒047‐8660 小a市花園２丁目１２番１号
�代表0134�4111

広報おたる（毎月１日発行）
発行・編集／小a市総務部広報広聴課
��4111内線223・224、��4331
� k o h o @ c i t y . o t a r u . l g . j p　 　　　
※新聞未購読世帯に無料で配送しますので、 
　ご希望の方はお知らせください。

��

小4市立病院の
サーモグラフィー

　小q市立病院の正面玄関には、

サーモグラフィー（熱画像計測装

置）が設置してあります。これは、

来院された方をカメラに映すだけ

で体温の計測ができ、発熱のある

方を瞬時に見つけることができる

装置です。

　新型コロナウイルス感染症対策

として、６月に導入されました。

院内感染を防ぐため、来院者は全

員この装置で体温を計測すること

になっていますので、来院された

際は検温にご協力をお願いしま

す。

小4！見つけた！

D I S C O V E R E D I N O T A R U

今月の「まちの写真館スマイル」は休載です。

AUG．２０２０

令和２年８月号

小b市

小v市職員を募集０８公共施設再編計画を策定しました０２

結核は昔の病気ではありません０９住み慣れた地域でいつまでも暮らしていくために０４

情報パレット１０商店街で買い物をしよう！０６

見つけた！小v！「小v市立病院のサーモグラフィー」２０協力金・支援金のご案内０７

８８８８８８８８８
おたるドリームビーチで砂遊び
をする親子。開放感のある海辺
で、大きな砂山を作りました。
同海水浴場は８月３１日��まで開
設しています。



小
d
市
の
状
況

　

本
市
の
国
勢
調
査
に
お
け
る
人
口
は
昭

和　

年
の　

万
８
５
１
１
人
を
ピ
ー
ク
に

３５

１９

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
行
っ
た
推
計
で

は
、　

年
後
（
令
和　

年
）
に
は
本
市
の

２５

２７

人
口
が
約
６
万
人
ま
で
減
少
す
る
予
測
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
政
に
お
い
て

は
、
歳
入
が
伸
び
悩
む
中
で
、
歳
出
に
お

け
る
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
占
め

る
割
合
の
増
加
等
か
ら
財
政
の
硬
直
化
が

進
み
、
政
策
的
な
事
業
を
行
う
財
源
が
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

市
内
に
あ
る
公
共
施
設
の
う
ち
、
延
べ

床
面
積
１
０
０
�
未
満
の
建
物
、文
化
財
・

い
る
施
設
は
約　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

６８

施
設
再
編
の
考
え
方

【
再
編
方
針
】

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
今
後
も
進

む
と
予
測
さ
れ
、
将
来
の
市
民
に
過
度
な

負
担
を
残
さ
ず
、持
続
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
�
施
設
総

量
（
延
べ
床
面
積
）
の
削
減
、
�
小
q
市

の
特
性
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
、�

安
全
性
の
確
保
の
三
つ
の
方
針
を
基
に
公

共
施
設
の
再
編
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
再
編
手
法
】

　

各
施
設
の
再
編
を
検
討
す
る
に
当
た

り
、
�
必
要
な
機
能
・
規
模
、
�
機
能
に

着
目
し
た
施
設
再
編
、�
民
間
事
業
者
と
の

連
携
、
�
財
政
負
担
の
縮
減
、
�
事
業
順

建築後の経過年数と延べ床面積の割合

築　

年
以
上

５０
※
築
年
度

不
明
含
む

築　

〜　

年

４０

４９

築　

〜　

年

３０

３９

築　

〜　

年

２０

２９

築　

〜　

年

１０

１９

築　

年
未
満

１０

延
べ
床
面
積
（
�
）
５万

１０万

１５万

６万１１３

１０万７６４０

２万５９７８

１６万７０４

６万５６２

１８万６６０１

１７．９％１０．０％ ４．３％１０．１％２６．７％３１．０％

←建築後３０年以上経過

　（全体の約６８％）

０

２０万

公共施設再編計画を策定しました

全国的に人口減少と少子高齢化が進展している中、地方自治体の財政は厳しい状況が続き、現在

保有する多くの公共施設等の老朽化対策が課題となっています。本市では、「公共施設の総量削

減」と「長寿命化による更新費用の縮減」という目標に向けて、「公共施設再編計画」を本年５

月に策定しましたので、その内容をお知らせします。

歴
史
的
建
造
物
を
除
く
と
本
市
が
保
有
す

る
公
共
施
設
は
、３
２
５
施
設
、延
べ
床
面

積
は
約　

万
１
０
０
０
�
に
な
り
ま
す
が
、

６０

そ
の
う
ち
、
建
築
後　

年
以
上
経
過
し
て

３０

消防署手宮出張所・消防署高島支所を統合

統合後に除却または売却

統合後に除却または売却

消防署手宮出張所

消防署高島支所

（仮称）消防署手宮支署

議場・委員会室・議会事務局（議会機能を集約）

歴史的建造物のため、必要な改修を行い活用

市役所本館

卸売場・上屋
（統合）

検量施設
（更新）

排水処理施設
（廃止）

公設水産地方卸売市場

１９万８５１１
１８万７２８

１１万１１２９
（推計）

１５万６８７

６万４２４
（推計）

本市の人口の推移と推計

昭和
３５年

昭和
５５年

平成
１２年

令和
２年

令和
２７年

（人）

年少人口

老年人口

生産年齢人口
２０万

１５万

１０万

５万

０

市役所（議会機能を除く）

生活サポートセンター保健所

水道局

新市役所庁舎

庁舎を統合して新築

令和２（２０２０）年８月　広報おたる　２

建設事業室

博物館分室

事業内職業訓練センター
堺小学校記念室
（移転先を検討）

移転後、除却または売却

市立高等看護学院

教育委員会

こども発達支援センター

移転後、活用しない場合は除却

海上技術短期大学校
（令和３年４月開校予定）

生涯学習プラザ

移転後、除却または売却

移転後、除却または売却

改修後に移転

塩谷サービスセンター

改修後に移転

塩谷児童センター

新市民プールの整備方針（併設
または単独）が定まるまで現施
設を当面維持。再整備する場合
には旧緑小学校の敷地を想定
し、民間ノウハウの活用を検討

整備方針が定まるまで必
要な保全を行い、現施設
を当面維持。再整備する
場合には民間ノウハウの
活用を検討

在り方や整備方針が定まる
まで現施設を当面維持

現施設を維持

産業会館２階

建設事業室庁舎 教育委員会庁舎
（旧東山中学校）

旧北手宮小学校

旧堺小学校

商業高校跡

塩谷サービスセンター

塩谷小学校

銭函市民センター

銭函サービスセンター

市民会館（劇場ホール）総合体育館消防本部庁舎
文学館・美術館
葬斎場
さくら学園

勤労青少年ホーム
手宮保育所・最上保育所
公設青果地方卸売市場
旧高島魚揚場

序
の
５
項
目
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。

　

の
施
設
を
再
編

３９
　

３
２
５
の
公
共
施
設
の
う
ち
、
公
営
住

宅
や
学
校
施
設
な
ど
別
に
個
別
施
設
計
画

を
策
定
す
る
も
の
を
除
き
、
施
設
の
利
用

実
態
や
建
物
の
老
朽
化
の
状
況
な
ど
の
比

較
評
価
を
行
い
、
建
物
品
質
や
コ
ス
ト
・

利
用
状
況
に
課
題
が
あ
る
も
の
、
平
成　
２９

年
度
に
実
施
し
た
施
設
利
用
者
の
意
見
交

換
会
な
ど
で
検
討
の
必
要
性
が
高
い
と
挙

げ
ら
れ
た
も
の
な
ど　

施
設
を
、
優
先
的

３９

に
再
編
を
検
討
す
べ
き「
再
編
対
象
施
設
」

と
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
再
編
計
画
を
策
定

　

「
再
編
対
象
施
設
」　

施
設
の
再
編
の
検

３９

討
に
合
わ
せ
、
閉
校
に
伴
い
市
が
取
得
し

た
北
海
道
小
q
商
業
高
等
学
校
の
有
効
活

用
も
考
慮
し
、
令
和
元
年
９
月
に
「
公
共

施
設
再
編
素
案
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
市
内
７
カ
所
で
８
回
に
わ
た
り
実

施
し
た
市
民
意
見
交
換
会
で
の
意
見
等
を

踏
ま
え
て
、「
公
共
施
設
再
編
計
画
（
案
）」

を
ま
と
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
経

て
、
本
年
５
月
に
「
公
共
施
設
再
編
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

施
設
別
の
再
編
計
画
は
上
の
図
の
と
お

り
で
す
。 

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
契
約
管
財
課
財
産

管
理
グ
ル
ー
プ
�
�
４
１
１
１
内
線
３
８

５
、
�
�
０
６
７
５
へ
ど
う
ぞ
。

銭函サービスセンター

消防団第１５分団詰所

改修後に移転

教育委員会

こども発達支援センター

放課後児童クラブ

とみおか児童館

生涯学習プラザ

勤労女性センター

在り方や整備方針が定まるま
で現施設を当面維持

放課後児童クラブ

利用可能な民間施設等が生じ

るまでは現施設を当面維持

身体障害者福祉センター

利用可能な民間施設等が生じ

るまでは現施設を当面維持

総合福祉センター

とみおか児童館

移転後、除却または売却

旧石山中学校

市立高等看護学院

石山収蔵庫

塩谷児童センター

３　令和２（２０２０）年８月　広報おたる



住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
　

い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

現
在
も
進
行
し
つ
つ
あ
る
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
効
果
的
・
効
率
的
な
医
療
・
介
護
体
制
を
実

現
す
る
た
め
、
本
市
で
は
、「
お
た
る
地
域
包
括
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
」
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
同
協
議
会
が
行
う
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

おたる地域包括ビジョン協議会
ロゴマーク

状
態
に
な
っ
て
も
必
要
に
応
じ
、

在
宅
医
療
、
訪
問
介
護
な
ど
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
や
見
守
り
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

一
体
的
に
提
供
で
き
る
ケ
ア
体
制

で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す

（
上
の
図
を
参
照
）。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
の
た
め
に
は
、
医
療
や
介
護
の

専
門
職
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
の

方
を
は
じ
め
、
世
代
を
超
え
て
、

一
人
一
人
が
地
域
の
社
会
活
動
等

に
参
加
す
る
な
ど
、
地
域
全
体
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

実
現
す
る
と
、
在
宅
で
医
療
を
受

け
や
す
く
な
る
ほ
か
、
効
率
的
に

医
療
や
介
護
を
受
け
る
こ
と
で
、

超
高
齢
化
社
会
に
必
要
な　

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

高
齢
化
の
進
む
日
本
で
は
、　

６５

歳
以
上
の
人
口
が
３
０
０
０
万
人

を
超
え
て
お
り
、
国
民
の
約
４
人

に
１
人
が　

歳
以
上
の
高
齢
者
で

６５

す
。
ま
た
、
約
８
０
０
万
人
い
る

「
団
塊
の
世
代
」が　

歳
以
上
と
な

７５

る
令
和
７
年
以
降
は
、
国
民
の
医

療
や
介
護
の
需
要
が
さ
ら
に
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
医
療
・
介
護
・
予

防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
が
連
携

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

高
齢
者
の
方
が
、
介
護
が
必
要
な

令和２（２０２０）年８月　広報おたる　４

住まい

医療 介護

生活支援

介護予防

楽しみ
づくり

連携

介護サービス

通所
入所

通院
入院

日常の医療

の
代
表
者
で
構
成
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委

員
会
が
情
報
共
有
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　

�　
　

�　
　

�　
　

�

　

お
た
る
地
域
包
括
ビ
ジ
ョ
ン
協

議
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に

向
け
て
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

課
�
�
４
１
１
１
内
線
３
１
３
、

�
�
６
７
１
１
、
ま
た
は
、
小
s

市
医
師
会
�
�
４
１
１
１
、
�
�

９
５
４
４
へ
ど
う
ぞ
。

医
療
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
社

会
保
障
の
持
続
可
能
性
の
確
保
に

つ
な
が
り
ま
す
。

お
た
る
地
域
包
括
ビ
ジ
ョ
ン

協
議
会

　

本
市
で
は
、
こ
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、

平
成　

年　

月
に
「
お
た
る
地
域

２６

１０

包
括
ビ
ジ
ョ
ン
協
議
会
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
小

q
市
医
師
会
が
事
務
局
と
な
っ

て
、
医
師
や
歯
科
医
師
、
看
護
師
、

理
学
療
法
士
な
ど
で
構
成
す
る
八

つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
分
科
会
は

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
動

し
て
お
り
（
上
の
図
を
参
照
）、
こ

れ
ら
の
活
動
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、「
オ
ー
ル
小
q
」
で
連
携
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
の
た
め

I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活

用
し
、
医
療
機
関
と
介
護
関
係
者

な
ど
多
職
種
間
で
患
者
情
報
を
電

子
的
に
共
有
し
切
れ
目
の
な
い
医

療
介
護
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

患
者
と
そ
の
家
族
、
主
治
医
、
介

護
関
係
者
な
ど
限
ら
れ
た
方
の
み

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
情
報
を

適
切
に
管
理
す
る
た
め
、
多
職
種

おたる地域包括ビジョン協議会
八つの分科会の活動

５　令和２（２０２０）年８月　広報おたる

　長生きパスポートは、健康管理のため

に必要な諸記録を記載するもので、お薬

手帳などと一緒に保管することで、もし

もの時に医療・介護機関へ本人の情報を

伝えることができます。小a市医師会
で配布しているほか、市ホームページ

からもダウンロードできます。

「長生きパスポート」を配布しています

ＩＣＴＩＣＴ（情報通信技術）（情報通信技術）の活用法と効果の活用法と効果

　主治医や担当の介護ヘルパーなどが既往歴やアレ
ルギーなど治療や介護に必要となる情報をシステム
に入力・参照し、治療方針の決定や利用計画の作成
などを行います。
　平成３１年４月から令和２年２月までの在宅看取り
２５症例について、入院した場合に想定される費用と
比較して、約３０００万円の医療・介護給付費の適正化
がなされたことがわかりました。

市内４病院を中心に、緊急時の医療と

介護の連携体制を構築し、連携強化

に向けて協議しています。

切れ目のない連携体制を構築

主治医と副主治医など、

かかりつけ医同士の診療

協力体制を構築し、医療

と介護の連携に関する課

題を協議しています。

連携の課題を抽出
「在宅医療・介護連携相談

センター」を設置し、連

携に関わる相談を受け付

けています。

相談窓口を設置

地域住民への普及啓発のため、「後

志いきいき健康まつり」や講演会、

勉強会を開催しています。

地域住民とのイベントを開催

市外の医療機関への入院や退院時に

必要となる医療・介護の連携につい

て検討しています。

他市町村との連携方法を検討

地域の医療や介護サービスの資源

を把握し、地域ごとにまとめた「小

a市医療介護連携ガイド」を作成し
ました。この冊子は、小a市医師
会で配布しています。

連携ガイドブックを作成

在宅医療や介護関係者向けに、さまざまな研修会を

開催しています。

医療・介護で働く人のための研修会を開催

健康管理に必要となる情報を

記録し、各自で保管する手帳

「長生きパスポート」を作成し

ました。

情報共有の方法を検討
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ＪＲ
南小

ＪＲ
南小

ff駅駅

��運運河河ププララザザ

��
水水天天宮宮

小小ss運運河河

中中
央央
通通
りり

寿寿
司司
屋屋
通通
りり

花花
園園
ググ
リリ
ーー
ンン
ロロ
ーー
ドド

入入船船十十字字街街
花花園園十十字字街街

ＪＪＲＲ
函函館館
本本線線

堺堺町町通通りり

商店街で買い物をしよう！

毎日の生活に必要な買い物。市内の商店街には魅力的なお店がたくさんあるのをご存じですか。
小a市商店街振興組合連合会では、お得な商品券の発行や抽選で豪華賞品がもらえるキャンペー
ンを実施しています。感染防止対策をしっかり行った上で、商店街・商店会での買い物や街歩き
をしてみませんか。
�詳細　商業労政課��４１１１内線２６５、��７４３２、小a市商店街振興組合連合会��６１１１

稲穂本通り会商店会

小s入船商店街

花園銀座三丁目
商店会

小s公園通り
商店街振興組合

小s花園銀座
商店街振興組合

小s堺町通り
商店街振興組合

稲穂大通商店会

小sサンモール一番街
商店街振興組合

ＪＲ小ＪＲ小ff駅駅

小s花園北門商店街

花園中央会

抽選で９０人に小dの物産など
豪華賞品が当たる！商店街　　　　　キャンペーンぐるっと

　　小a市商店街振興組合連合会に加盟する三
つの商店街・商店会を巡って、１商店街・商店会
につき１０００円以上、合計３０００円以上の買い物を
する。

　　「商店街応援商品券」表紙裏の参加用紙に必要事項を記
入し、集めたレシートと一緒に封筒に入れて応募する。

小d市商店街振興組合連合会加盟の商店街・商店会
（上の図参照）で使える商品券でお得にお買い物！商店街　　　商品券応援

�

〒０４７－００３２
小a市稲穂２丁目２２番１号
経済センタービル５階
小a市商店街振興組合連合会

※賞品の発送は１０月下旬ごろを予定しています。当選者の発表
　は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

�

�レ
シ
ー
ト

レ
シ
ー
ト

レ
シ
ー
ト

商店街・商店会の「商店街応援商品券販売所」
に設置している応募箱に入れてください。

販売額 １冊４０００円（１人１回の購入５冊まで）

販売期間 ７月２７日�～９月３０日�　※売り切れ次第終了

販売時間販売場所

午前１１時～午後３時
（土・日曜日、祝日を除く）

小a市商店街振興組合連合会

各販売所の営業時間による
商店街・商店会の

商店街応援商品券販売所１冊１０枚つづり（５０００円分）

商店街応
援商品券

５５００００円円

使用期間

７月２７日
��～９月

３０日��

投
函

郵
送

締め切り

９月３０日�
（消印有効）

令和２（２０２０）年８月　広報おたる　６

サンポート
事業協同組合

小s都通り
商店街振興組合

小s都通り梁川
商店街振興組合

小s駅前第一ビル商店会

７　令和２（２０２０）年８月　広報おたる

協
力
金
・
支
援
金
の
ご
案
内

飲
食
店
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、「
新
北
海
道
ス

タ
イ
ル
」な
ど
自
主
的
な
取
り
組
み
を
行
う
飲
食
店
に
協
力
金
・
支
援
金
を
支
給
し
て
い
ま
す

の
で
、
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
詳
細　

産
業
振
興
課
�
�
４
１
１
１
内
線
２
６
３
、
�
�
７
４
３
２

�
�

飲食店支援金
休業及び感染
防止協力金

��
申請書
ホームページからダウンロードしてください。印刷できない方
には郵送しますので、産業振興課へご連絡ください。

��営業許可証の写し

��
感染防止対策に取り組んでいることがわかるもの
例）店内の写真、店内の掲示物（店名入りの「新北海道スタイル」
安心宣言）の写真など

�カラオケの営業を自粛していることがわかるもの
例）休業告知を掲示している店頭の写真など

��預金通帳の写し
口座名義（カナ）、口座番号、金融機関名、支店名が確認できるもの

申請書を取得し、必要書類を用意します�

「新北海道スタイル」などを実践し
ている飲食店※（昼間にカラオケ
を提供する飲食店は除く）に支援
金２０万円を支給します。
※店内で飲食を提供する店舗に限る。

◆対象となる飲食店の例示◆
�スナック　　�そば・うどん店
�バー　　　　�ラーメン店
�居酒屋　　　�すし店
�食堂　　　　�喫茶店
�レストラン
�専門料理店（日本料理、中華料理、
　焼肉店など）　　　　　　　など

飲食店支援金

昼間（午後６時まで）のカラオケ
の営業を令和２年７月４日�か
ら３１日�まで※休業した飲食店
のうち、「新北海道スタイル」な
どを実践している店舗に協力金
２０万円を支給します。
※この期間は７月１７日時点の要請期
　間です。感染者数などの状況によ
　り変更となる場合があります。

休業及び感染防止協力金

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道海道ススススススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルスタイル
を実践しよう！

【提出先】
〒０４７－８６６０小s市花園２丁目１２番１号
産業港湾部産業振興課

�
原則、郵送のみの受付となります。

８月３１日�までに郵送で提出します

� 支給決定兼支給額確定通知書または不承認通知書が届きます

支給決定された場合は、申請から１０日から１４日程度で指定口座へ振り込まれます。

�スタッフはマスクを着用し、
　小まめに手洗いをしましょう

�スタッフの健康管理を行いま
　しょう

�定期的に換気をしましょう

�設備・器具などを定期的に消
　毒・洗浄しましょう

�一定の距離を確保しましょう
　(間仕切りなどの活用や人数制限、
　空席の確保など）

�利用者へせきエチケットや手
　洗いを呼び掛けましょう

�感染対策の取り組みを利用者
　へ知らせましょう



小小
bb
市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
で
は
、
小
a
を
よ
り
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し
た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る
積

極
的
な
職
員
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
令
和
3
年
４
月
１
日

採
用
の
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受験資格（枠内の全てに該当する方）
最終学歴（令和３年３月卒業見込みを含む）

採用予定
人数

採用職種

大学、短期大学、
高等専門学校
または高校を
卒業した方

�昭和５６年４月２日以降に生まれた方若干名事務�

�昭和５６年４月２日以降に生まれた方
�障害者手帳の交付を受けている方など

若干名
事務

（障害のある方）
�

�昭和５６年４月２日以降に生まれた方
�それぞれ�建築、�土木、�電気に関する学科を専　
　攻・履修している方

若干名建築技術�

若干名土木技術�

１人電気技術�

�昭和５６年４月２日以降に生まれた方
�保育士の登録を受けている方（令和３年３月までに登録見込みの方を含む）

若干名保育士�

身体条件なども
あります

平成２年４月２日以降に生まれた方大学卒業

若干名消防吏員� 平成４年４月２日以降に生まれた方短期大学または
高等専門学校卒業

平成６年４月２日以降に生まれた方高校卒業

　

市
で
は
、
民
間
企
業
志
望
の
方
や
社
会

人
の
方
も
受
験
し
や
す
い
よ
う
、
１
次
試

験
で
は
、「
総
合
適
性
検
査
」
を
実
施
し
ま

す
。

▼
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
受
験
資
格

下
の
表
の
と
お
り
。
共
通
の
受
験
資
格
と

し
て
、
採
用
後
に
小
q
市
内
に
居
住
可
能

な
方

▼
１
次
試
験
日　

９
月　

日
�　

20

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
状
況
に
よ
り
、
日
程
等
が
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
会
場　

小
q
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
ほ
か

▼
内
容　

１
次
試
験
は
、
総
合
適
性
検
査

（
筆
記
試
験
）。
２
次
試
験
以
降
は
、
実
施

要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み　

８
月　

日
�
ま
で
に
受
験

14

申
込
書
、
卒
業（
見
込
み
）証
明
書
か
卒
業

証
書
の
写
し
、
免
許（
資
格
）が
必
要
な
職

種
に
つ
い
て
は
免
許（
資
格
）証
の
写
し
な

ど
を
、
原
則
、
郵
送（
必
着
）で
そ
れ
ぞ
れ

の
提
出
先
へ

※
提
出
書
類
の
詳
細
は
実
施
要
領
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先　

�
〜
�
は

総
務
部
職
員
課
人
事
係

（
〒　

‐
８
６
６
０
・
花

０４７

園
２
‐　

‐
１
）、�
は

１２

消
防
本
部
総
務
課（
〒

　

‐
０
０
２
４
・
花
園

０４７２
‐　

‐
１
）。
実
施
要

１２

領
・
受
験
申
込
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
出

先
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
�
〜
�
は
職
員
課

�
�
４
１
１
１
内
線
２
１
５
、�
�
１
４

８
７
、
�
は
消
防
本
部
総
務
課
�
�
９
１

３
０
、
�
�
９
１
８
２
へ
ど
う
ぞ
。

※免許取得・資格登録見込みの方は、５月１日以降の採用となる場合があります。また、免許（資格）証の写し
　は提出不要です。

令和２（２０２０）年８月　広報おたる　８９　令和２（２０２０）年８月　広報おたる

患
者
の
約
半
数
は
高
齢
者

　

結
核
は
昔
の
病
気
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
日
本
で
は
平
成　

年
３０

に
約
１
万
６
０
０
０
人
が
新
た
に

結
核
を
発
病
し
、
約
２
２
０
０
人

が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で

も
毎
年
約　

人
の
方
が
新
た
に
発

２０

病
し
て
お
り
、
人
口　

万
人
当
た

１０

り
の
罹
患
率
は
、
全
国
や
全
道
と

と
比
較
し
て
高
い
値
と
な
っ
て
い

ま
す
（
左
上
の
グ
ラ
フ
「
結
核
罹

患
率
」
を
参
照
）。

　

結
核
患
者
の
半
数
以
上
は　

歳
７０

以
上
の
高
齢
者
が
占
め
て
お
り
、

特
に　

歳
以
上
の
患
者
の
割
合
が

８０

高
く
な
っ
て
い
ま
す
（
左
上
の
グ

ラ
フ
「
市
内
の
新
規
結
核
患
者
数

と
年
齢
構
成
」
を
参
照
）。
こ
れ

は
、
結
核
が
流
行
し
て
い
た
時
代

に
結
核
菌
に
感
染
し
た
方
が
高
齢

者
と
な
り
、
免
疫
力
の
低
下
に

伴
っ
て
発
病
す
る
方
が
多
い
た
め

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

免
疫
力
の
低
下
に
注
意

　

結
核
は
、
結
核
菌
が
混
ざ
っ
た

 
飛  
沫 
が
、
せ
き
や
く
し
ゃ
み
と
一

ひ 

ま
つ

緒
に
空
気
中
に
飛
び
散
り
、
そ
の

菌
を
周
り
の
人
が
直
接
吸
い
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。
そ

し
て
、
免
疫
力
が
弱
ま
っ
た
と
き

な
ど
に
菌
が
増
え
て
発
病
し
ま
す
。

　

初
期
症
状
は
、
せ
き
や
た
ん
、

微
熱
な
ど
風
邪
の
症
状
と
よ
く
似

て
お
り
、
良
く
な
っ
た
り
悪
く

な
っ
た
り
し
な
が
ら
症
状
が
進
行

す
る
の
が
特
徴
で
す
。
し
か
し
、

高
齢
者
の
場
合
は
、
免
疫
力
や
身

体
機
能
の
低
下
か
ら
、
発
病
し
て

結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結
核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核
結
核
は

昔
の
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん

結
核
は
現
在
で
も
多
く
の
方
が
か
か
る
感
染
症
で
、
特
に
高
齢
者
は
症
状
が
出
に

く
い
た
め
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
は
、
結
核
の
症

状
や 
罹  
患 
率
の
ほ
か
、
結
核
か
ら
身
を
守
る
方
法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

り 

か
ん

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

も
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。

結
核
か
ら　
　
　
　
　
　

　
　
　

身
を
守
る
た
め
に

　

保
健
所
で
は
、
結
核
患
者
の
服

薬
支
援
や
結
核
に
関
す
る
健
康
講

話
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、　

歳
以

６５

上
の
方
を
対
象
に
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
に
よ
る
結
核
・
肺
が
ん
検

診（
本
誌　

ペ
ー
ジ
・　

ペ
ー
ジ
を

16

17

参
照
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
核

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
症
状
が

な
く
て
も
定
期
的
に
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
所
健

康
増
進
課
�
�
３
１
１
０
、
�
�

１
４
６
９
へ
ど
う
ぞ
。

�１年に１回は胸部レントゲン検査を受ける

�気になる症状が続いたら医療機関を受診する
　重症化を防ぐには早期発見・早期治療が大切です。

�日頃から免疫力を高める生活を送る
　規則正しい生活・栄養バランスのよい食事・十
　分な睡眠・適度な運動を心掛けましょう。

�

結核から身を守るチェックポイント

結核罹患率（新規結核患者数）

人
口　

万
人
当
た
り

１０

（人）

２０

１５

１０

平成２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年

市内の新規結核患者数と年齢構成

平成２９年

平成３０年

１９人

２７人

１７人

小a市

全国

全道

８０歳以上 ７０～７９歳 ６９歳以下

※平成２９年は市内医療機関での集団感染があった
ため、患者の年齢構成が例年の傾向と異なります。

３２％

１９％

５３％

３６％

７０％

４１％

３２％

１１％

６％

�

�

平成２７年

平成２８年

２８％ ２８％４４％ ２５人

高齢者で注意が必要な症状

�食欲が落ちた

�微熱が続いている

�体がだるい

�なんとなく元気が出ない

�体重が減った


